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はじめに

　子が親に似てくる現象の根底には，受精卵のな

かに在って発生の命令文を秘めている多数の遺伝

子の働きがあります。遺伝学は，この遺伝子との

関連のもとに生命現象を解明する学問であります

が，その最大の特色は，分析的・専門分化指向的

であると同時に，遺伝子を共通項として，すぐれて

総合的・学際的な性格を具えている点にあります。

そのため遺伝学は，従来から生物学の一分野に止

まらず，農学・医学などの応用分野とも深い関わ

りを持ってきましたが，今日では広く生命科学の

中核的役割を担うようになりました。

　国立遺伝学研究所は，このような遺伝学に関する

総合研究を行う中枢機関として，昭和24年に文部

省直轄下に設置されました。以来35年にわたり当

研究所は地道な研鐙と精進を重ね，数多くの優れた業績をhげて国際的にも広く知られるよ

うになりました。一方，近年における分子遺伝学の目ざましい進歩はバイオテクノロジーの

技術革新をもたらし，それが生命科学のあらゆる分野で利用されるようになりましたが，こ

れに伴って，大学や企業の研究者と共同研究を推進する必要性が益々高まっております。こ

うした学問の趨勢と社会的要請に対応するため，当研究所は昭和59　ti三　4月，国・公・私立大

学等の研究者に開かれた共同利用機関に改組され，文字どおり遺伝学研究のセンターとして

発足いたしました。

　改組後まだ日が浅いのでありますが，公募による共同研究・研究集会の件数は毎年着実に

伸びており，大学院学生等の受託教育にも協力しています。昨年度は遺伝情報研究センター

棟の竣工と電算機のレベル・アップに伴って，全国研究者のためのDNAデータベースのオ

ン・ラインサービスを開始しました。今年度は待望のRI実験棟が竣Ilする予定であります。

しかし名実ともに共同利用機関としての機能を発揮するためには，人的・物的の面でなお充

実すべきところが多く残されており，なかでも外国人を含めた共同研究貝宿泊施，没の整備は

当面の最優先課題であります。

　ところで，大学共同利用機関を母体とする総合研究大学院大学を創、没する構想が実り，い

よいよ本年10月に開学の運びとなりました、、当研究所は明年4月より研究科「生命科”）’：」の

なかの遺伝学専攻の学生を受け人れるべく，目下その準備を進めております。遺伝学研究所

の新たな発展を期し，所貝一同力を合わせて研究所の使命遂行のため粘・杯努力しておりま

すので，関係者の皆さまの一層のこ鞭燵とご支援をお願いするものです。

llLI、71遺伝学研究所長

末永 英
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沿 革 （組織）

昭和24年6月1日

　　　　8月10日

昭和28年1月1日

　　　　8月1日

日召不02gq三7月1日

昭和30年9月15日

　　　　10月1日

昭和35年4月30日

昭和37年4月1日

昭和39年4月1日

H召M…ll44f「F－4月1日

昭和49年4月1日

　　　　6月13日

日召禾II50フ干3　戊j　1　日

　　　　10月1日

昭和51年10月1日

昭和58年10月1日

Ilf’｛　」FU59　fド4月12日

日召禾060師二4月1日

昭和62年1月12Ll

　　　　9月

　　　　10月1日

日召不U63fF　4月8H

日～｛手1163fl：－5　月25日

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置、，庶務部，研究第1部，

研究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊　桿　初代所長就任

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部

に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遣伝部新設

微生＃勿遺伝部新設

集団遺伝部新設

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

植物保存研究室新設

創立25周年誌発行

田島彌太郎第4代所長就任

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

松永　英　第5代所長就任

国立学校設置浸1の一・部改il－1により匡1、フ1大学共同利）IB機関に改組

遺伝実験生物保存研”／’Cセンター（哺乳動物保イ∫：研究室，無脊椎動物保存

研究室，　‡直物保イ∫：研究室，　微生物イ呆右二研究弓ミ，　遺イ云資源研究室），　遺イ云

情報研究センタ…（構造研究室，紺換え研究室）新設

実験圃場

遺伝情報研究センターに合成研究室，遺伝情報分析川：究室新設

DNAデータバンク稼動

DNAデータベー一一スォンラィンサー．．一ビス開始

松永　英　所長再任

放射線・アイソトープセンター新設

遺伝情報研究センタ…に遺伝∫一ライブラリー研究室を新設

国、ン1学：校設i日：法の・部改1ビにより，総合川：究大学ll完大学の設置決まる．、

（，1：．‘1㌃↑“i・”）’：イリド《ヒ不“1・」旦fA－・’γ：〔㌧〔J父，［lr｛不II63fド10J封旧”γ：，日㍑不II64“：－4Jl”｝ノソヒ入、’Y：）

資料展示室
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沿 革 （施設）

昭和27年3月

昭和36年9月

昭和38年1月

昭和39年3月

昭和43年3月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和53年7月

昭和55年5月

昭和56年3月

昭和58年3月

昭和59年3月

昭和60年3月

昭和62年1月

　　　　3月

別館新築

研究本館第1期第1次工事竣工

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟，カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

組換えDNA実験棟，野生イネ温室新築

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長調節装置新築

水田温室，桑温室新築

水田温室

日長鯛節装置
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概 要

目　　　　的

　大学等における学術研究の発展に資するため，国立学校設置法（昭和24年5月31日法律第

150号）第9条の2に基づき遺伝学に関する総合研究を行うことを目的として設置された国

立大学共同利用機関である。

共同利用
　全国の大学の教員その他の者で，研究所

の目的たる研究と同一’の研究に従事する者

の利用に供し，及び共同研究を行う。

国際交流
　遺伝学の分野で国際的な学術交流を活発

化するため，研究者の交流や国際シンポジ

ウム等を開催する。

大学院教育

　大学の要請に応じ，当該大学の大学院に

おける教育に協力する。

運　　　　営

　国立大学共同利用機関の研究所として円滑な運営を行うため，研究所の事業計画その他の

管理運営に関する重要事項について，所長に助言する評議員を置くとともに，共1司研究計画

に関する事項その他の研究所の運営に関する重要事項で，所長が必要と認めるものについて

所長の諮問に応じる運営協議員を置く。また，所長の求めに応じ必要な事項について調査・

検討を行うため，所内に各種委員会を置く。

・舷・

ぶ講

冬

源澱．

250余種に及んで系統保存している八重桜並木 春
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組 織

機構図

評

議

員

議

運

営

協

議

員

分子遺伝研究系

細胞遺伝研究系

個体遺伝研究系

集団遺伝研究系

総合遺伝研究系

研究施醗

遺伝実験生物保存

研究センター

遺伝情報研究
セ　 ン　 タ

放射線・アイソトープ

セ　ン　タ

場

（昭和63年4月8日現在）

庶　　　務　　　課

　　　計　　　課

分子遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

※生理遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

※応用遺伝研究部門
　※印は客貝研究部門を・1、す．

哺乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

植物保存研究室
微生物保存研究室

遺伝資源研究室

構逗研究室
組換え研究室
A　成　研　究　室

遺伝情報分析研究室
遺伝子ライブラリー研究室

5
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定員表（昭和63年度）

所　　長 教　授 助教授 助　　手 小　　計
技　　　官
i技術課）

事務職員等
i管理部）

合　　計

1 12（5） 19（5） 27 59（10） 20 22 101（10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）（

職員等（昭和63年7月1日現在）

　　　　　所　　　長　　松　永　　　英

　　　　　　分子遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　石　濱　　　明

分子遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　石　濱　　　明

　　　　　助　教　授　　福　田　龍

　　　　　助　　　手　　藤　田　信　之

　　　　　助　　　手　　永　田　恭　介

変異遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　瀬　野　桿

　　　　　助教授　鮎澤　大
　　　　　助　　　　手　　手　塚　英　夫

核酸化弊貿研究嚇i田Xt　3

　　　　　教授（併）　吉川　寛
　　　　　（大阪大学医学部）

　　　　　客員教授　 内田久雄　　　　　（帝京大学教授）
　　　　　助教授（併）　　水　本　清　久
　　　　　〔東京大学医科学研究所）

　　　　　　細胞遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　森　脇　和　郎

細胞遺伝研究部門

　　　　　教授森脇和郎
　　　　　助教授　今井弘民
　　　　　助　　　手　　城　石　俊　彦

微生物遺伝研究部門

　　　　　助　教　授　　安　田　成

　　　　　助手西村行進
　　　　　助　　　手　　原　　　弘　志

細胞質遺伝客員研究部門

　　　　　客員助教授　米川博通
　　　　　（埼玉県立がんセンター主任研究員）

）内の数は客員研究部門の教官数（外数）である。

　　　　　　個体遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　黒　田

発生遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　杉　山

　　　　　教　　　授　　名　和

　　　　　助　教　授　　藤　澤

　　　　　助　　　手　　清　水

形質遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　黒　田

　　　　　助　教　授　　村　上

　　　　　助　　　手　　湊

　　　　　助　　　手　　山　田

生理遺伝客員研究部門

　　　　　教授（併）　嶋田
　　　　　（丁葉大学［民学部）

　　　　　助教授（併）　　井　出
　　　　　（東北大学理学部）

　　　　　　集団遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　原　田
　　　　　　　　　　　　く太　　田）
集団遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　原　田
　　　　　　　　　　　　いタ　　Hi）
　　　　　助　教　授　　高　畑

　　　　　助　　　手　　青　木

進化遺伝研究部門

　　　　　助教授　土川
　　　　　助　教　授　　五條堀

理論遺伝客員研究部門

　　　　　客員教授　　木　村

　　　　　助教授（併）　　宮　田
　　　　　（九州大学理学部）

行　昭

　　勉

三　郎

敏　孝

　　裕

行　昭

昭　雄

　　清

正　　明

　　裕

宏　之

朋　子

朋　子

尚　之

健　一

　　清

　　孝

資　生

　　隆
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　　　総合遺伝研究系

　研究主幹（併）　　今　村　　　孝

人類遺伝研究部門

　　教　授　今村　孝
　　助教授　藤山秋佐夫
　　助　 手　寳来　聰
　　助　 手　中島　衡
育種遺伝研究部門

　　教授沖野啓子　　　　　　くぷ　　ラ
　　助教授　遠藤　 徹
　　助　手　平岡洋一郎　　　　　　（佐　　藤）
応用遺伝客員研究部門

　　教授（併）　渡邊　武
　　（九州大学生体防御医学研究所）

　　客員教授　米澤勝衛　　（京都産業大学国土利用開発研究所教授）

　　　研究施設
遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）杉山勉
　　助教授　井山審也
　　助教授　渡辺隆夫
　　助教授　佐野芳雄
　　助　 手　宮下信泉
　　助　 手　上田　 均
　　助　手　西村昭子
　　助　手舘野義男
遺伝情報研究センター

　センター長（併）　　瀬　野　桿　二

　　助教授　池村淑道
　　助教授　廣瀬　 進
　　助教授　宮澤三造
　　助教授　嶋本伸雄
　　助　 手　林田秀宜
　　助　 手　松本健一
放射線アイソトープセンター

　センター長（併）　定家義人

　　助教授　定家義人
実験圃場
　　圃場長（併）　井山審也

　　助　手中村郁郎

　管理部
管理部長　原　 俊男

庶　務　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　庶務係長
　　人事係長
　　研究協力係長
　　共同研究係長

会　計　課
　　課　　長
　　課長補佐
　　経理係長
　　用度係長
　　管財係長

　　　技　術

　　課　　長
動物班

　　班　　長
　　第一技術係長
　　第二技術係長
植物・微生物班

　　班　　長
　　第一技術係長
　　第二技術係長
機器班

　　班　　長
　　第二技術係長

氏家　淳
内田茂治
澤入新一郎

酒井清人
秋山啓剛
山本　 勉

谷口博史
岩城英一
渡邊　 裕

小田敏雄
佐藤隆司

課

鬼丸喜美治

三田受彦
原田和昌
榊原勝美

玉井　 勉

吉田　 嵩

田村仁一

越川信義
原　 雅子

7
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評議員会議及び運営協議員会議

評議員会議

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評　議　員（五十音順）

　飯

　市

　今

○江

　岡

　小

　尾

　木

　桑

　酒

　高

　中

　長

　野

　早

　堀

　山

◎山

　渡

野

川

堀

上

田

関

上

村

原

井

浪

井

倉

村

石

尾

縣

村

辺

徹

惇

宏

信

節

治

久

資

章

文

準之助

達

武

弘

雄

雄　東京大学教授（理学部）

信巖藁奏霞学院齢

三　鳴門教育大学長

雄　東京大学名誉教授

　　岡崎国立共同研究機構
人
　基礎生物学研究所長

男　京都大学教授（理学部）

　　大阪産業大学教授（経済学
雄　　部）

生国立遺伝学研究所客貝教授

吾東邦大学理事長

徳　日本学術振興会理事長

満　京都大学化学研究所長

　　浜松医科大学長

郎　岡崎国立共同研究機構長

次実験動物中央研究所長

イ彦　人阪医科大学長

　　大阪大学たんぱく質
　　研究所長

忠　京都大学教授（農学部）

　　大阪大学名誉教授

格慶応義熟大学名誉教授

◎印は議長，○印は副議長を小す。

運営協議員会議

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

　石　和　貞　男

　大　澤　省　三

　岡　田　益　吉

○佐々木　本　道

　竹　内　拓　司

　常　脇　恒一郎

　中　島　哲　夫

　福　田　一　郎

　三　浦　謹一郎

　吉　川　　　寛

所

　石

　瀬

　森

　杉

◎黒

　原

　今

　沖

内（省令順）

（太HD

濱

野

脇

山

田

田

村

野

桿

和

行

朋

啓

明

郎

勉

昭

子

孝

子

お茶の水女子大学教授
（理学部）

名古屋大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物科学系）

北海道大学教授（理学部附
属動物染色体研究施設長）

東北大学教授（理学部）

京都大学教授（農学部）

玉川大学教授（農学部）

東京女子大学教授
（文理学部）

東京大学教授（工学部）

大阪大学教授（医学部）

教授（分子遺伝研究系）

教授（分r一遺伝研究系）

教　授（細胞遺伝研究系）

教授（個体遺伝研究系）

教授（個体遺伝研究系）

教授（集団遺伝研究系）

教　授（総合遺伝研究系）

教授（総合遺伝研究系）
　（森島）

◎印は議長、○印は副議長を示す。



各種委員会

　所長の求めに応じ必要な事項について調査検討する。

委員会名　　　　　　　　　　委員長

系統保存委貝会

DNAデータ研究利用委貝会

組換えDNA実験安全委員会

予算委貝会

施設整備委員会

将来計画委員会

大学院教育研究委貝会

セミナー委員会

図書委貝会

共通機器委員会

電子計算機委貝会

放射線安全委貝会

発明委貝会

動物実験委貝会

排水等処理委貝会

実験圃場運営委貝会

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　　　　　　　　、、t，大

岡

笠

木

駒

近

斎

坂

羽

田

原

下

形

藤

尾

口

　　～鉱

益　吉

基知治

俊　郎

和　男

恭　司

乾一二郎

文　吾

森脇　和郎

石濱　　明

瀬野　桿二

黒［1］　　　イ「i－Hfl，

石濱　　明

黒田　行昭

森脇　和郎

高畑　尚之

沖野　啓子
（森島）

今村　　孝

原田　朋r・
（太田）

瀬野　桿二

今村　　孝

森1脇　　　不II01～

杉山　　勉

井山　審也

岡山理科大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物利学系）

法政大学兼任講師

北海道人学教授（農学部）

東京人学教授
（応用微生物伺究所）

八木li’d念ノs’一一一ク

実験動物研究所長

束京人学教授（農学剖～）

JL州人学名誉教授

阪　本　寧　男

常脇恒一郎

野　村　達　次

占　里　和　夫

由　良　　　隆

吉　川　　　寛

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

実験動物巾央研究所長

浜松市フラワーパーク技術顧問

京都大学教授
（ウイルス研究所）

大阪大学教授（医学部）

DNAデータ研究利用委員会

所外委員（五十音順）

伊

磯

内

大

大

小

金

堀

宮

11

藤

野

田

井

澤

関

久

浦

田

川

　　彬

克　巳

久　雄

龍　夫

省　三

治　男

　　實

　　寛

謹一郎

　　隆

　　寛

東京大学助手（医科学研究所）

神戸大学教授（理学部）

帝京大学教授

京都女r・大学教授（家政学部）

名占屋大学教授（j理学部）

京都大学教授（理学部）

京都．k学教授（化学研究所）

広島大学助教授
（原爆放射能医学研究所）

東京大学教授（1：学部）

ノしr♪卜1大学llノ∫教」受（理学部）

大阪大学教授（医学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

青木久尚1 o繊薗欝音1～）

岩城之徳1 o嚥灘部）

9
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